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光球 



1．なぜ探索するのか？ 

光球の組成は
恒星の基準に
なっている。 
   
 
光球スペクト
ルで探す。 
 
 



Grevesse + (2010, ApSS, 328, 179) 



Photosphere  － meteorite 



太陽光球大気の観
測値が無い主な元
素 
 



光球スペクトル以外の決定 
Noble gases--- no photospheric lines due to high excitation 

potential 
  
 He:  helioseismology 
 Ne:  X, UV spectroscopy of solar corona and flare； solar wind 
 Ar:  solar wind, flare, Jupiter, B stars, planetary nebulae, HII 

region etc. 
 Kr, Xe:  s-process production rates (interpolated). 



太陽光球大気の観
測値が無い主な元
素 
 



V  VI 



2. 吸収線の探索 
    スペクトルデータ：  
 ・Kurucz + (1984; Solar Flux Atlas from296 to 1300 nm) 
   ・Moore +(1966; The Solar Spectrum 2935 A to 8770 A) 
   ・Swensson + (1970; The Solar Spectrum from 7498 to   
                              12016 A) 
 
    理論スペクトル：  
   SPTOOL （竹田氏制作） 
   Kurucz(1993；CD Rom) ：λ、gf values （利用可能な場合） 
  

   



wavelength log gf 
303.2846  -0.45 
307.5313  -1 
311.9587  -0.78 
491.0119  -0.2 
495.2514  -0.3 
498.7034  -0.2 
499.5776  -0.4 
504.3242  0.2 
506.8975  0.5 
508.3684  0 
509.9471  0.5 
510.3444  -0.2 
512.1222  0.5 
513.0686  0.5 
514.1562  0.4 
519.6152  0.2 
521.0136  -0.2 
521.2106  -0.2 
536.3375  0.2 
540.8004  0.4 
545.1353  0.4 
633.8892  0 
882.1704  0 
886.9631  0 
893.5501  ‐0.2 

（１）砒素の探査 
 
  吸収線リスト（Kurucz) 
  As  I （中性砒素） 













5083.684 6.588 0 0 0 0 6.4 1 5.25 

5103.444 6.399 -0.2 0 0 0 4.7 1 5.14 

5121.222 6.399 0.5 0 0 0 2.1 1 4.07 

5408.004 6.588 0.4 0 0 0 0.6 1 3.78 

As 組成解析  log As=2.30  

結果： 
５１２１ と ５４０８ A の吸収線が候補の可能性がある。 
⇒ さらなる解析の必要。 



（２）セレンの探査 (Se I と 主なSe II) 
吸収線リスト （NIST) 
   波長    強度 
Se I 4328.7     120  
   4330.3     100 
   4730.8     500 
   4739.0     400 
   4742.2    300 
   5365.5     100 
   5369.9     120 
   5374.1     110 
   6325.6     200 
   6831.3     150 
   6990.690  120 
   6991.792  100 
   7010.809  200  

7013.875     150 
7062.065     300 
7575.1        200 
7583.4        250 
7592.2        150 
7606.8        120 
8001.0       300 
8036.4        200 
8060.9        120 
8065.3        120 
8081.1        120 
8093.2        150 
8094.7        150 
8149.3        180 
8152.0        150 
8157.7        200 
8163.1        180 
8182.9        150 
8185.0        100 
     

8194.6     120 
8440.47   150 
8450.38    150 
8742.33    150 
8918.86    300 
8969.69     100 
 
 
Se II 
5227.5     450 
5305.4     360 
6056.0     450 
6444.2    360  
6535.0     285 
 
 
 
 
  
 
 



  

Kurucz  gf values: 
 

               wavelength       chi        log gf 
 34.00 8918.803 5.974+1.290  0.00  0.00  0.00      
 34.00 9001.898 5.974+0.000  0.00  0.00  0.00    
 34.00 9038.546 5.974+0.000  0.00  0.00  0.00 





W I 









Se 組成解析テスト 
9001.97A 





Se I 9140.83 position  





Se I 組成解析： log Se = 3.34 

・Kurucz  gf データがある3本のうち1本が等価幅 
 測定可能 
   波長    χ(eV)   log gf    等価幅(mA)  log Se 
  9001.898  5.974     +0.0      0.6         3.699  
  → ９００１線は候補になりうる。 
  → 等価幅測定をより正確に行う必要がある。 
    あるいは、スペクトル合成を行う。  



3. 結果と議論 

１．AsとSeに吸収線候補の可能性を示す線が検
出できた。 

２．同定と組成解析における問題点： 
 原子データ（ｇｆ値、波長）の不正確、欠如。 
 → ・スペクトル合成、組成解析が不可能。 
   ・目的以外の吸収線のブレンドの有無が判  
     定不可。  


	太陽大気における未同定元素の吸収線探索
	1．なぜ探索するのか？
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	光球スペクトル以外の決定
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	2. 吸収線の探索
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	（２）セレンの探査　(Se I　と　主なSe II)
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	Se I　組成解析： log Se = 3.34
	3.　結果と議論

